







詞の原形を文頭に置く命令文，（2）相手への依頼を表す“Will you ～ ?”/“Would you ～ ?”/“Can you
～ ?”/“Could you ～ ?”，（3）相手への要求や依頼を伝えるときの前置きとして使われる“Could you do me 

















第 3 章では要求や依頼を表す“Will you ～ ?”/“Would 
you ～ ?”/“Can you ～ ?”/“Could you ～ ?”について論じ
る。一般に仮定法の would や could を用いる“Would you
～ ?”や“Could you ～ ?”は直説法の will を用いる“Will 
you ～ ?”よりも婉曲的で丁寧であると言われるが，“Would 
you ～ ?”と“Could you ～ ?”の間にはどのような違い
があるのだろうか。また，直説法のwillやcanを用いる“Will 
you ～ ?”と“Can you ～ ?”の間にはどのような違いが
あるだろうか。
第 4 章では相手への要求や依頼を伝えるとき、その前置
きとして用いられる“Could you do me a favour?”/“May 
I ask you a favour?”/“Do me a favour?”/“I have a 















































































［ex.4］（1）で料理家は“First, chop the mushrooms up 
into small pieces. Then put a little oil into a pan over a 
［ex.1］ 夫婦の会話。妻が夫に窓を閉めるように言って
いるところ。
妻：⑴ “Ben, could you shut the window, please? It’s 

















上官：⑴ “Repor t  back to  me on th i s  matter , 








料理家：⑴ “Today, we’re going to show how to 
cook a mushroom omelet. First, chop the 
mushrooms up into small pieces. Then put a 










































［ex.5］ 大学生 Jim と大学教授 Dr. Hunt の会話。Jim が
質問をするため Dr. Hunt の研究室を訪れたとこ
ろ。
Jim ：⑴ “Hello, Dr. Hunt.”
  「こんにちは，ハント先生」
Dr. Hunt ：⑵ “Ah. Jim. How are you?”
  「ああ，ジム。元気ですか」
Jim ：⑶ “I’m fine, thank you, sir. And you?”
  「はい，元気です。先生はいかがですか」
Dr. Hunt ：⑷ “I’m fine, thanks. What can I do for 
you?”
  「元気ですよ。どうしましたか」




Dr. Hunt ：⑹ “Sure. Please come in.”
  「いいですよ。中に入ってください」
［ref.1］ 相手の利益を意図する命令文
① “Touch your toes.”（つま先に触れてください）
 体操のインストラクターが屈伸運動の指示を出すと
き①のように言うことがある。この場合，“Could 









② “Please have a seat.”（どうぞお座りください）
③ “Please have some more coffee.”（コーヒーをもう少
しどうぞ）





ため，“Could you ～ ?”を使って“Could you have a 
seat, please?”や“Could you have some coffee, please?” 
や“Could you ask me any questions, please?”のよう 
に言うことはない。
⑤ “Please don’t worry about me.”（どうぞ私のことは
心配しないでください）





情が含まれることがある。ちなみに，“Could you ～ ?”
を 使 っ て“Could you stop worrying, please?” や






［ex.4］（1）“First, chop the mushrooms up into small 
pieces.”/［ex.5］（6）“Please come in.”/［ref.1］①“Touch 
your toes.”/［ref.1］②“Please have a seat.”/［ref.1］③ 




［ex.2］（2）“Just answer my question.”のように話し
手の利益を意図する命令文が対等な立場にいる者に対して
使われた場合には，非難・不満・怒りなどの強い感情が込














［ex.2］⑵ “Just answer my question.” ○ ―
［ex.3］⑴ “Report back to me on this 
matter, Sergeant.”
○ ○
［ex.4］⑴ “First, chop the mushrooms up 
into small pieces.”
― ○
［ex.5］⑹ “Please come in.” ― ○
［ref.1］① “Touch your toes.” ― ○
［ref.1］② “Please have a seat.” ― ○
［ref.1］③ “Please have some more coffee.” ― ○
［ref.1］④ “Please ask me any questions.” ― ○
［ref.1］⑤ “Please don’t worry about me.” ○ ○
［ref.1］⑥ “Please calm down.” ○ ○
［ex.6］ 友人同士の Jack と Ben の会話。書類を調べて
いる Jack が計算の間違いに気づいたところ。
Jack ：⑴ “Wait a minute!”
 「待てよ」
Ben ：⑵ “What is it, Jack?”
 「どうしたの，ジャック」















3. 依頼表現の“Will you ～ ?”/“Would you ～ ?”/ 
“Can you ～ ?”/“Could you ～ ?”に関して
相手に何かをしてもらうように頼むとき“Will you ～ ?” 





まず，相手への依頼を表す“Will you ～ ?”/“Would 
you ～ ?”/“Can you ～ ?”/“Could you ～ ?”のニュア
ンスを以下の［ref.4］にまとめる。
［ref.3］ 慣用的な命令文
① “Don’t mention it.”（どういたしまして）




ではない。この慣用句の意図は“You don’t need to 
mention it.”（それ（感謝のことば）を言う必要がな
い）という話し手の気持ちを伝えることにある。なお，
please や疑問文を使って“Please don’t mention it.”

















［ref.4］ 相手への依頼を表す“Will you ～ ?”/“Would 
you ～ ?”/“Can you ～ ?”/“Could you ～ ?”
のニュアンス
① “Will you open the window, please?”
 “Will you ～ ?”は直接的で気軽な依頼表現。①は命
令文に付加疑問文を添えた“Open the window, will 
you?”（窓を開けてくれない？）に近い響きがある。
したがって，家族や友人など話し手と親しい関係に
ある人に対して“Will you ～ ?”を使えば親しみを込
めた気軽な依頼表現になるが，親しい関係にない人
に対して“Will you ～ ?”を使えば状況によって不満・
怒り・情熱などの強い感情が込められることもある。
② “Would you open the window, please?”






③ “Can you open the window, please?”




you ～ ?”や“Could you ～ ?”のような婉曲的な響
きはなく，“Will you ～ ?”ほどの強い響きもない。
④ “Could you open the window, please?”
 仮定法 could を用いる“Could you ～ ?”は“Would 
you ～ ?”よりもさらに婉曲的で丁寧な依頼表現。こ
の could の原形 can は「（周囲の状況から考えて）で
きる」という意味で使われることがある。例えば，
喫煙エリアで喫煙ができることを相手に伝えるとき，
“You can smoke here.”（ここで煙草を吸うことがで
きます）と言うことがある6）。この意味を仮定法過













以下では依頼表現の“Will you ～ ?”/“Would you ～ ?”/ 














































［ex.7］（3）で母親は“Will you ～ ?”を使って手紙をポ
ストに入れてもらうように息子に頼んでいる。これに対し
て［ex.7］（4）で息子は“All right.”と応答している。こ
のように，依頼表現の“Will you ～ ?”は主に家族や友人
など親しい関係にある人に気軽に頼みごとをするときに使
われる。
［ex.7］（3）で母親が“Can you ～ ?”を使って“Can 
you post this letter on your way to school for me, 
please?”と言えば，現代的で気軽な頼み方をしているこ
とになる。また，［ex.7］（3）で“Would you ～ ?”や“Could 
you ～ ?”を使って“Would you post this letter on your 
way to school for me, please?”や“Could you post this 
letter on your way to school for me, please?”と言えば，
婉曲的で丁寧な頼み方をしていることになる。
［ex.8］（1）で母親は息子に“Tom, could you answer 







［ex.8］（1） の よ う な 状 況 で 母 親 が 子 供 に“Will you
～ ?”を使って“Tom, will you answer the door for me, 
please?”と言った冷静に場合には，［ex.7」（3）と同じよ
うな気軽な親しみが込められる。ただし，話し手の気持
ちや発話の状況によっては“Will you ～ ?”に強く感情的
な響きが込められることもある。これは本来 will に「意




母親：⑶ “Will you post this letter on your way to 








母親：⑴ “Tom, could you answer the door for me, 









が 息 子 に“Could you ～ ?” を 使 っ て“Tom, could you 






イターを呼び止めて“Will you bring us the menu?”と言っ





きてもらうように頼むときには，“May I have the menu, 
please?”（メニューをお願いしてもいいですか）のように






ニューを持ってきてもらうように頼むとき，“Can you ～ ?”
や“Will you ～ ?”を使って“Can you bring the menu?”
や“Will you bring the menu?”と言えば，気軽すぎる話
し方をしていることになる。特に“Will you ～ ?”には感
情的で強い響きがあるため，客が初対面のウェイターに








客：⑶ “Will you bring us the menu? I have already 
asked twice, but nobody has brought anything, 
not even a glass of water.”
 「メニューを持ってきてくれない？もう 2 回頼ん
だけれど，何も持ってきてないんだよ，水さえな
いよ」
ウェイター：⑷ “Oh, I’m really sorry, sir. I’ll bring 










感情を込めて“Will you be quiet!”と怒鳴っている。この
“Will you be quiet!”は命令文の“Be quiet.”よりも感情
的で強い響きがある。これほど強い感情が“Can you ～ ?”/ 
“Would you ～ ?”/“Could you ～ ?”に込められること
はない。





［ex.11］（3）の“Will you marry me!”は結婚を申し込
むときの決まり文句である。この慣用句には「どうしても
結婚を受け入れてもらいたい」という強い情熱が込められ
ている。このような強い情熱が“Can you ～ ?”/“Would 
you ～ ?”/“Could you ～ ?”に込められることはない。
なお，［ex.10］（1）の“Will you be quiet!”と同様，［ex.11］（3）




教師：⑴ “Hey, boys and girls, would you be quiet, 





［ex.11］ Eric と Cindy は恋人同士。Eric が Cindy に結婚
を申し込んでいるところ。





Eric ：⑶ “Will you marry me! I want to share the 
rest of my life with you.”
  「結婚してくれないか。今後の人生を君と分か
ち合いたいんだ」
Cindy ：⑷ “Oh, Eric.”
  「ああ，エリック」
［ex.12］（1） で テ レ ビ 番 組 の 司 会 者 は“Would you 
please welcome the winner of the best actor in a leading 
part at the 2016 Academy Awards, Mr. Leonardo 
DiCaprio!”と言ってゲストを紹介している。




志）の意味があるため，“Would you ～ ?”は「you（あな
た方）will（するつもりがありますか）」のように相手の
気持ちに強く迫る響きもある。この点で［ex.12］（1）の
“Would you ～ ?”には相手（スタジオにいる聴衆）に強
く拍手を求める気持ちが込められていると考えられる。
［ex.12］（1）でテレビ番組の司会者が“Would you ～ ?”
の代わりに“Will you ～ ?”や“Can you ～ ?”を使うこと
は普通考えられない。これは直接的で気軽な“Will you～?” 
や“Can you ～ ?”では相手（スタジオにいる聴衆）への
敬意が込められないためである。
また，［ex.12］（1）でテレビ番組の司会者が“Would 
you ～ ?”の代わりに“Could you ～ ?”を使うことも普
通考えられない。これは婉曲的で遠慮深い“Could you ～ ?”
では相手（スタジオにいる聴衆）に強く拍手を求めること
にならないためである8）。
依頼表現の“Will you ～ ?”/“Would you ～ ?”/“Can 











司会者：⑴ “Good evening, everyone. I’m Gill Morris. 
We have a special guest tonight. Would 
you please welcome the winner of the best 
actor in a leading role at the 2016 Academy 







［ref.6］ 依頼表現の“Will you ～ ?”/“Would you ～ ?”/“Can 
you ～ ?”/“Could you ～ ?”に込められる気持ち
丁寧 親しみ 非難 情熱
①“Will you ～ ?” ― ○ ○ ○
②“Would you ～ ?” ○ ― ― ―
③“Can you ～ ?” ― ○ ○ ―
④“Could you ～ ?” ○ ― ― ―
“Will you ～ ?”は直接的で気軽な依頼表現である。し
たがって，話し手が落ち着いた気持ちでいる場合には，
［ex.7］（3）“Will you post this letter on your way to 
school for me, please?”のように相手に対する親しみが込
められる。一方，発話の状況や話し手の気持ちによっては，
［ex.9］（3）“Will you bring the menu?”/［ex.10］（1）“Will 
you be quiet!”や［ex.11］（3）“Will you marry me!”の
ように非難・不満・怒りなどの否定的な強い感情や情熱な
どの肯定的な強い感情が込められることもある。このよう
な点で“Will you ～ ?”は親しみ，非難，情熱など，感情
面では多様な依頼表現であると言うことができる。
仮定法 would を用いる“Would you ～ ?”は丁寧で冷静




（1）“Would you please welcome the winner of the best 
actor in a leading role at the 2016 Academy Awards, 
Mr. Leonardo DiCaprio!”のように丁寧でありながらも相
手に強く求める響きがある。
“Can you ～ ?”は現代的で気軽な依頼表現である。例
えば，［ex.7］（3）で母親が“Will you ～ ?”の代わりに“Can 
you ～ ?” を 使 っ て“Can you post this letter on your 
way to school for me, please?”と息子に言えば，親しみ
を込めて気軽に頼んでいることになる。
また，“Can you ～ ?”は発話の状況や話し手の気持ち
によって非難・不満・怒りなどの否定的な強い感情が込め
られることもある。例えば，［ex.9］（3）のような状況で 
“Will you ～ ?”の代わりに“Can you ～ ?”を使って“Can 
you bring the menu?”と言えば，初対面のウェイターに
気軽な頼み方をしていることになり，非難・不満・怒り
などの強い感情が込められることがある。ただし，“Can 
you ～ ?”には“Will you ～ ?”ほど強い響きはない。例
えば， ［ex.10］（1）の“Will you be quiet!”や［ex.11］（3）
の“Will you marry me!”には怒りや情熱が込められるが，
これほどの強い感情が“Can you ～ ?”に込められること
はない。
“Could you ～ ?”は控えめで遠慮深い依頼表現であり，
相手との人間関係に関わりなく丁寧に依頼しようとする




～ ?”の代わりに“Could you ～ ?”が使われることはない。
4. “Could you do me a favour?”や“Do me a favour.” 
などに関して
「お願いしてもいいですか」や「お願いがあるのですが」
などと訳される表現に“Could you do me a favour?”/ 
“May I ask you a favour?”/“Do me a favour.”/“I have 




まず，“Could you do me a favour?”/“May I ask you a 
favour?”/“Do me a favour.”/“I have a favour to ask you.” 
のニュアンスを次の［ref.7］にまとめる。
［ref.7］ “Could you do me a favour?”/“May I ask you a 
favour?”/“Do me a favour.”/“I have a favour 
to ask you.”のニュアンス





“Would you do me a favour?”/“Can you do me a 
favour?”/“Will you do me a favour?”も使われる。 
これらの相違は第 3 章で論じた“Could you ～ ?” 
/“Would you ～ ?”/“Can you ～ ?”/“Will you ～ ?”
の相違に等しい。






い響きがある。②と同じ意味で“May I ask you a 
favour of you?”も使われる。これは文末の“of you” 
（あなたに）を強調する表現。











以下では“Could you do me a favour?”/“May I ask 
you a favour?”/“Do me a favour.”/“I have a favour 
to ask you.”が用いられる会話例を見ながら，それぞれの
相違を具体的に検証する。
［ex.13］（1）で道に迷った A は通りかかった他人の B
に“Excuse me, but could you do me a favour?”と声を
かけている。そして，“Sure.”という B の応答を聞いてか
ら A は“I’m completely lost. Could you show me where 
I am on this map, please?”と B に尋ねている。





“May I ask you a favour?”も同様である。
［rex.14］（3） で 母 親 は 息 子 に“Do me a favour and 
pick up the clothes from the laundry on your way back 
from school, will you?”と言って，学校の帰りにクリーニ
ング店に寄るように息子に頼んでいる。このように“Do 
me a favor and ～，will you?” で は 命 令 文“Do me a 
［ex.13］ 他人同士の A と B の会話。道に迷った A が通
りを歩いている B に声をかけている。
A：⑴ “Excuse me, but could you do me a favour?”
 「すみませんが，よろしいでしょうか」
B：⑵ “Sure. What is it?”
 「いいですよ。何ですか」
A：⑶ “I’m completely lost. Could you show me 







息子：⑵ “Yes, what is it, Mum?”
 「うん，何，お母さん」
母　：⑶ “Do me a favour and pick up the clothes 













a favour to ask you.”も同様である。
率直で積極的な Do me a fovour.”や“I have a favour 
to ask you.”は［ex.14］（3）のように主に家族や友人な
ど親しい関係にある人に対して使われる。一方，控えめで





［ex.15］（1）で Jim は Tom に“Tom, could you do me 
a favour?”と声をかけている。この“Could you do me a 
favour?”は親しい関係にない人に対して使われる控えめ
で丁寧な表現である。そのような遠慮深い話し方が親しい




ここまで論じてきた“Could you do me a favour?”/ 
“May I ask you a favour?”/“Do me a favour.”/“I have 







［ex.15］ 親しい友人同士である Jim と Tom の会話。Jim
が Tom に声をかけてお金を借りようとしてい
る。
Jim ：⑴ “Tom, could you do me a favour?”
  「トム，お願いがあるんだけど」
Tom ：⑵ “Well, what is it?”
  「えっ？何だよ」
Jim ：⑶ “Could you lend me fifty pounds, please? I’ll 
give it back to you next week. I promise.”




［ref.8］ “Could you do me a favour?”/“May I ask you a 
favour?”/“Do me a favour.”/“I have a favour to 
ask you.”の相違
控えめ 直接的
①“Could you do me a favour?” ○ ―
②“May I ask you a favour?” ○ ―
③“Do me a favour.” ― ○
④“I have a favour to ask you.” ― ○
控えめで丁寧な“Could you do me a favour?”や“May 













“Do me a favour!”を検証する。
Jim は［ex.16］（1） で Tom に“Do you think Brazil 
will beat England in tomorrow’s game?” と 言 っ て 明
日の試合でブラジルがイングランドに勝つかどうか尋ね
ている。これに対して Tom は［ex.16］（2）で“Do me 
a favour!”と応えている。この応答には“I don’t think 
Brazil will beat England in tomorrow’s game.”（明日の
試合でブラジルがイングランドに勝つとは思わない）とい
う意見と“Do me a favour! It’s obvious, so don’t ask me 
such a question!”（お願いだ ! わかりきったことなのだか
ら，そんな質問はしないでくれ）という感情が込められて
いる。
このように“Do me a favour!”は“I don’t think so.”
（そう思わない）と同じ意味で使われることがある。ただ
し，この“Do me a favour!”（お願いだ）は“Don’t ask 
me such a question!”（そんな質問はしないでくれ）とい




この“Do me a favour.”の代わりに“Could you do me a 
favour?”/“May I ask you a favour?”/“I have a favour 
to ask you.”が使われることはない。これは慣用的な定型句 
であるためだが，遠慮深い“Could you do me a favour?” 
/“May I ask you a favour?”や冷静な“I have a favour 
to ask you.”では“Don’t ask me such a question!”（そ
んな質問はしないでくれ）という否定の命令のニュアンス
を含むことにならないためとも考えられる。








にまとめる。［ex.16］ 親しい友人同士である Jim と Tom の会話。Jim
は Tom に明日の試合でブラジルがイングランド
に勝つかどうか尋ねている。




Tom ：⑵ “Do me a favour! The England team is the 
best we have ever had. On top of that, the 





① “Please open the window.”（窓を開けてください）
 命令文とともに please が使われることがある。①の
ように please を文頭に置けば，丁寧な気持ちが最初





② “Could you pass me the salt, please?”（塩をとって
いただけますか）
 依頼表現の“Will you ～ ?”/“Would you ～ ?”/“Can 
you ～ ?”/“Could you ～ ?”などとともに please
が 使 わ れ る こ と が あ る。 こ の 場 合 に は ② の よ う
に please を文末に置くことが多い。また，“Could 
you please pass me the salt?”のように動詞の前に
please を置くこともあるが，この場合には“Could 
you ～ ?”などの依頼表現の直後でさらに please が
使われるため，相手への要求が重ってより強く感情
的になる。




please と感情的で強い please の相違を具体的に検証する。
［ex.17］（2） で 学 生 は 教 師 に“May I ask a question, 
please?”と言っている。この発話には“Please allow me 
to ask you a question.”（私が質問することを許してくだ
さい）という内容が含まれている。このように相手への依




 “May I ～ ?”（私が～してもいいですか）が please
とともに使われることがある。これは“May I ～ ?”
に相手への要求や依頼が含まれる場合。例えば，③





























学生：⑵ “May I ask a question, please?”
 「質問してもいいですか」











［ex.19］（1）で子供は“Can I have another ice cream, 
Mum?”と言っているが，母親は許それをそうとしない。
そこで［ex.19］（3）で子供は感情を込めて“Oh, please, 
Mum.”と言っている。この please には“Oh, please give 
me another ice cream.”（ああ，お願いだからアイスク









妻：⑶ 〈目を覚まそうとしない夫に〉“Please wake 
up. It’s already past seven. You’re going to be 
late.”





子供：⑴ “Can I have another ice cream, Mum?”
 「もう一つアイスクリームを食べてもいいかな，
お母さん」
母親：⑵ “No. You’ve had too much already.”
 「だめよ。もう食べすぎよ」




夫：⑴ “Fuck! What a useless idiot! I could have 










please には“John, please don’t speak like that!”（ジョン，
どうかそんな話し方をしないで）という強い願いと“Why 







では妻が夫に“John, wake up.”と言った後で“Please 
wake up.” と い う 同 じ 要 求 が 繰 り 返 さ れ て い る。 ま



















［ref.10］冷静な please と感情的な please
冷静 感情的
［ex.1］⑴ “Ben, could you shut the 
window, please?”
○ ―
［ex.5］⑹ “Please come in” ○ ―
［ex.7］⑶ “Will you post this letter on 
your way to school for me, 
please?”
○ ―
［ex.8］⑴ “Tom, could you answer the 
door for me, please?”
○ ―
［ex.17］⑵ “May I ask a question, please?” ○ ―
［ex.18］⑶ “Please wake up.” ― ○
［ex.19］⑶ “Oh, please, Mum.” ― ○






（2）の“Do me a favour!”に似ている。
し か し，［ex.19］（3） や［ex.20］（2） で please の 代
わりに“Do me a favour!”が使われることはない。こ
れは［ex.16］（2）で用いられている慣用的な“Do me a 
favour!”は“I don’t think so”という意味を持つ応答に
なるが，そのような応答が［ex.19］（3）や［ex.20］（2）
で求められているわけではないためである。
一方，［ex.16］（2）では Tom が“Oh, do me a favour!”
と言う代わりに“Oh, please!”と言うことも考えられる。
この場合には「（その質問の答えは明らかなのだから）
Please do not ask me such a question.（そんな質問はし
ないでください）」という内容が言外に示され，“Do me a 
favour!”に似た意味の応答になる。ただし，［ex.16］（2）
で“Oh, do me a favour!”と言う場合には話し手が微笑ん
でいることもありうるが，［ex.16］（2）で“Oh, please!”
と言う場合には話し手が微笑んでいることは普通考えられ
ない。これは“Oh, please!”に“Do me a favour!”にな
いほどの深刻な響きがあるためである。
注　　　釈









back to me on this matter, Sergeant.”と言うこと
も考えられる。
3） 一般に命令文に please を添えればより丁寧にな
る が，［ex.4］（1） で は 料 理 家 が please を 添 え て
“First, please chop the mushrooms up into small 






4） ［ex.5］（6）のような状況では Dr. Hunt が“Could 
you ～ ?”や“Would you ～ ?”などを使って“Could you 
come in, please?”や“Could you come in, please?”
のように言うことは普通考えられない。これは依頼









ら，“Could you come in and wait here, please? I’ll 

















7） ［ex.7］（3）“Will you post this letter on your way 
to school for me, please?”や［ex.8］（1）“Tom, could  
you answer the door for me, please?”のように，
依頼表現の“Will you ～ ?”/“Would you ～ ?”/“Can 





8） ［ex.12］（1）では please と命令文を使って Please 
welcome the winner of the best actor in a leading 




9） please とともに使われる表現や please が置かれる
文中の位置する詳細は小西友七（1989）．pp. 1393-
1405. を参照。
10） Please give me a cup of coffee. のような please か
ら始まる命令文では，please の直後に give などの
動詞の原形を置く習慣がある。そのため，please の
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Abstract
This article is a study on the following four kinds of colloquial English expressions:（1）imperative 
sentences in which the imperative mood is used to show orders, （2）interrogative sentences used 
to show requests, such as “Will you…?”/“Would you…?”/“Can you…?”/“Could you…?”，（3）
idioms used before expressing requests, such as“Could you do me a favour?”/“May I ask you a 
favour?”/“Do me a favour.”/“I have a favour to ask you.”，and（4）“please”used in（1），（2）and 
so on to make orders and requests sound polite. As in Studies of Colloquial English (1) to (7)，this study, 
based on discussions between native speakers of English and Japanese, analyzes what differences there 
are between them concerning meaning or nuance and in what situations those colloquial expressions 
above are used.
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